
1．令和５年度事業報告（概要）

上越教育大学
上廣道徳教育アカデミー

所長 早川 裕隆

上越教育大学上廣道徳教育アカデミー 本年度からの新たなスタッフ
3名の特任教員

昨年度まで５年間の小宮健 特任教授の後任として

櫻井雅明 特任教授

教育委員会との人事交流で

菅原友和 特任准教授
（新潟市教委より）

丸山大貴 特任准教授
（新潟県教委より）

<新規事業として＞ 派遣された特任准教授を

道徳教育推進の研修会等の企画・運営ができる
人材として育成する

その他に…
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1．令和５年度事業報告（概要）

客員講師

広中忠昭 先生 齋藤真弓 先生

櫻井宏尚 先生 小宮健 先生

研究員（敬称略）

中山真樹 高槻市立桃園小学校 指導教諭

北川沙織 名古屋市立植田東小学校 教頭

鈴木賢一 弥富市立十四山東部小学校 教諭

なお、本アカデミーのスタッフは
他に…

研究連携課

課長 田上 弘美 主査 桐山 泉

統括監督者 林泰成
（上越教育大学学長）

所 長 早川裕隆
（上越教育大学大学院教授）

研修支援コーディネーター 岩城淑樹
（本年度３月３１日まで）

事務補助員 荒井郁恵
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1．令和５年度事業報告（概要）

１．事業報告 （概要）
１．【研修会への無償による講師派遣事業】

教員の道徳科に関する授業力の向上、学校での道徳科授業や道徳教育の
充実、推進のため、各学校、教育委員会、教育センター、各種研究団体
主催の研修会等に、本アカデミーの職員を、無償にて講師として派遣する

派遣件数…延べ４８回
（上廣道徳教育アカデミー客員講師も含める）

提出のあったアンケートから 提出のあったアンケートから
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今年度

昨年度

昨年度との比較

昨年度との比較

昨年度

今年度

昨年度
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昨年度との比較

昨年度

今年度

昨年度との比較

昨年度

今年度

２．【研修講座の開設・実施】

質の高い多様な道徳科の授業、道徳科の理解、道徳科の評価、道徳教育
推進のための計画づくりや体制づくりなど、大学、地域の教育センター等と
連携し、道徳教育の研修講座を開設・実施する。

※ 上越教育大学学校教育実践研究センターに
おける「教職員のための自主セミナー」で
「上廣道徳教教育アカデミー 道徳教育
セミナー」を開設。

今年度、５回実施予定
（参加者 延べ１０１人）

※県外の研究員３名による
オンラインでのセミナーも実施（以下、実施順）

■弥富市立十四山東部小学校 鈴木賢一 教諭
■名古屋市立植田東小学校 北川沙織 教頭
■高槻市立桃園小学校 中山真樹 指導教諭
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1．令和５年度事業報告（概要）

上越教育大学教職員のための自主セミナー（水曜セミナー）

「上廣道徳教育アカデミー 道徳教育セミナー」実施一覧

参加者数担当者実施の形式内容実施日回

１７櫻井雅明オンライン
【小学校中学年教材・雨のバスていりゅう所で】
道徳授業の充実に向けて
―道徳授業づくり 発問と板書を中心に―

5月17日1

３０
鈴木賢一オンライン

【小学校高学年教材・ブランコ乗りとピエロ】
「特別の教科 道徳」におけるICTの活用について6月14日2

２５
北川沙織オンライン

【小学校低学年教材・二わのことり】
小学校低学年教材「二わのことり」を用いて役割演技を中

心とした授業づくり
6月28日3

１５中山真樹オンライン

【小学校高学年教材・すれちがい】
多面的・多角的な視点から道徳的価値について考えるため

のねらいや発問づくり
10月11日4

１４櫻井雅明オンライン
【中学校教材・二通の手紙】
中学校の教材を用いた問題解決的な学習の工夫11月8日5

提出のあったアンケートから

その他

沖縄県，福井県 教員

教育委員会，教育センター

大学生，大学院生

アカデミー客員講師

大学教員 etc.
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３．【免許更新講習に代わる研修の構築 研修履歴とし
ての研修会の在り方】

教育委員会と連携し、免許更新講習に代わる研修会の構築並びに道徳教
育や道徳科授業の充実・発展を探究していく。

令和5年８月１0日
本学を会場に実施

参加者６１名

令和5年度

上廣道徳教育アカデミー
道徳教育研修大会

【参加者：校種別割合】

テーマ「道徳教育の本質 ～道徳科の
特質を生かした授業の実現～」

【内訳】
県内：４７名
県外：１４名
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回答のあったアンケートから
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昨年度との比較

昨年度

今年度

４．【協定を結んだ拠点校における研修事業】

「研修拠点校」における研修会を複数回重点的に実施し、

近隣の学校にも広く開放して、多くの先生方にも参加してもらえる
ようにする。

拠点校への講師派遣について（予定も含める）

研修形態
（示範授業・模擬授業・講話）

派遣講師日にち回数学校名

示範授業・講話客員講師 小宮健5／30（火）第1回
長岡市立

栖吉中学校
模擬授業・講話櫻井雅明12／25（月）第2回

示範授業・講話客員講師 齋藤眞弓5／26（金）第1回
長岡市立

宮内中学校
公開授業・助言指導（講話）早川裕隆9／15（金）第2回

示範授業・講話客員講師 広中忠昭7／11（火）第1回
長岡市立

栖吉小学校
示範授業・演習菅原友和11／24（金）第2回

示範授業・講話丸山大貴7／10（月）第1回

上越市立
中能生小学校

指導案検討早川裕隆8／22（火）第2回

公開授業・助言指導（講話）早川裕隆9／25（月）第3回

講話櫻井雅明12／18（月）第4回
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外部参加者の反応（8名）

昨年度との比較

昨年度

今年度
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昨年度との比較

今年度

昨年度

昨年度との比較

昨年度

今年度
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Ｖｏｉｃｅ

1時間を貫く問いを大切にし、またその問いを大切にするた
めの価値分析を怠らずにやっていきたいと思いました。

中心発問をどう作るか、子どもの実態に合わせてつくってい
きたい。

小学校での実態を受け、中学校でも系統的、発達段階を意
識して役立てることができると考えます。

授業づくりについて（ねらい、主題、発問）について、特に大
事にしたいと感じました。また、菅原先生の発問や問い返し
を学ばせていただき、子どもが課題に向かいやすいことも分
かりました。
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